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1巻頭言

巻 頭 言

私は、東北地方太平洋沖地震が起こった3月11日

14時46分に33階建ての文部科学省ビルの18階に開か

れていた会議に出席していた。最初は比較的小さな

揺れから始まり、さざなみのような震動が約30秒続

いて、その後に少し大きな横揺れになり、だんだん

大きくなって、ゆっくりした強い大きな揺れが約3

分間続き、次第に収まった。恐怖感は感じなかった

が、テーブルが倒れそうなくらい大きく揺れた。

その会議には、気象庁の方も参加しており、震源

が宮城県沖であること、津波に対する警戒警報が出

されたなどの情報が直ちに入ってきた。会議参加者

は、地震に関する研究、観測、調査などの関係者で

あったため、最初は今後30年以内に99％以上という

高い発生確率の宮城県沖地震がついに起こった、と

いう比較的冷静な反応であったが、自分らが感じた

揺れが宮城県沖地震にしては継続時間が長すぎ振幅

も大きすぎることから、予想されたものよりも大き

な巨大な地震が発生し、大きな被害が引き起こされ

る可能性を感じ、大きな不安が出てきた。今後の事

態の対応にあたるため、会議は直ちに中止となった

が、大変なのはそれからだった。

文科省の建物自体には構造的被害はほとんど見ら

れなかったが、エレベーターが止まり、電話が使え

ないなど、事実上仕事ができなくなってしまった。

地上におりても、地下鉄が止まり、タクシー乗り場

には長い行列ができ、歩く以外に交通手段がない状

態になっていた。しかしながら、人々は、家路をめ

ざしたり、職場に戻ろうとして、何の混乱もなくひ

たすら歩いている光景は大変印象的だった。

この大震災は、地震・津波に対する日本社会の脆

弱さを露呈した。このように巨大な地震の発生が予

測できず、地震に対する防災対策が十分にはなされ

てこなかったことに対し、地震学の研究者として、

責任を痛感している。

大地震にも負けない国造り
－免震・制震への期待―

入倉　孝次郎京都大学　名誉教授

この地震では、津波による大きな被害に比べて、

揺れによる構造物被害が少なかった。もし揺れによ

る大きな被害が発生したら、揺れと津波の複合的な

効果で被害が数倍に拡大していたかもしれない。

地震動が小さかったというわけではない。最大

加速度を観測したK-NET築館の2,933ガルをはじめ

として、1,000ガルを超える大加速度が20地点で点

在的に記録された。最大加速度が500ガルを超える

強い加速度は、岩手県から茨城県までの広域で観

測された。震度6強以上の範囲は南北約300km、震

度6弱以上は南北約450kmにもおよぶ。また、地震

動の継続時間も長かった。震源域に近い塩竃市や

仙台市の記録をみると、非常に強い揺れが40秒差

で2度襲ってきて、いずれもその最大加速度は、死

者28名を引き起こした1978年の宮城沖地震（M7.4）

の大きさを上回っている。加速度が大きく、継続

時間が長いのが今回の地震による揺れの特徴であ

る。液状化による被害が広域で発生したのは、こ

の揺れの特性によるものと考えられる。

揺れによる構造物被害が少なかった原因として、

阪神・淡路大震災のときの「震災の帯」付近で得ら

れた地震動が1～2秒付近で大きな応答だったのに、

今回の地震の地震動の応答はその周期帯域で半分以

下の応答しかもっていない、ことが指摘されている。

地盤の主要な揺れの卓越周期が木造家屋や中低層建

物の固有周期と異なるため、地盤の揺れは大きくて

も、建物の揺れは少なかった、と考えられる。この

ことは原因の1つであるが、もっと大きな理由が別

にある。強震動に対して構造物の安全を確保するに

は、構造物が建っている地点における地盤の揺れの

性質を正確に理解した構造設計・施工が不可欠であ

る。日本では、設計に携わる技術者が地震時の地盤

の揺れの性質を理解して構造設計を行ってきたこと

が、構造物の揺れに対する安全性を近年飛躍的に向
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上させてきた。この事実こそが今回の地震で揺れに

よる構造物被害が少なかった、真の理由であろう。

今回の地震で東北大学の研究棟の1つが大破した原

因は、丘陵地の地盤震動特性が考慮されていなかっ

たことにある、という源栄東北大学教授の指摘は、

まさに上の事実を裏付けている。

2008年に中国の四川地震のとき、震源域近く約

300kmにわたって500ガルを超える強い加速度が記録

された。500ガルを超える地震動の地域での全半壊率

（［全壊室数＋半壊室数］／全室数）は40％に及んだ。

そのため、強い揺れによって死者と行方不明を合わ

せると8万人以上の人々が亡くなった。

中国と日本は構造物のタイプが異なるので、地震

動の強さ、被害の大きさをそのまま比較することに

は問題があるが、今回の地震で揺れによる被害が小

さかったことは、地震国の日本で揺れによって人が

亡くならないような家づくりが長年にわたって続け

られてきた成果の表れと思う。

今回の地震で、注目すべきこととして、超巨大地

震の震源域のすぐ近くに超高層建物の建っている仙

台があり、さらに超高層建物が林立する東京が震源

域からそれほど遠くないところに位置していたこと

である。このような超巨大地震が近代都市のすぐ近

くで起こったのは、世界で初めての経験である。結

果として、今回の地震で超高層建物に大きな被害が

出なかったことは、建築構造関係者の努力のたまも

のといえる。特に、重要なことは、免震・制震構造

の建物で全く被害が出なかっただけでなく、実際の

揺れが半分以下になることが実証されたことにある。

巨大地震が起こったとき、どんな揺れや津波がや

ってくるかを予測し、それに対して安全な家屋やイ

ンフラを造るだけでなく、想定を超えた現象に対し

て致命的な災害が起こらない街づくり、それが地震

に負けない国造りの基本とすべきであろう。免震や

制震システムのさらなる高度化は、そのためにもっ

とも有望な技術の1つになるであろう。

しかし、一方で新たな課題も明らかになってきた。

震源から770kmも離れた大阪市の咲洲にある大阪府

咲洲庁舎では、地表では震度3であったにもかかわ

らず、最上階（52階）では、加速度は131ガルとそれ

ほど大きくはないが、変位振幅が137cmという大き

な揺れとなった。構造躯体には損傷がないことは確

認されたが、エレベータの閉じ込め事故や内装材・

防火戸等の損傷（360か所）があったことが報告され

ている。大阪は、切迫している東海・東南海・南海

地震の震源域から最短で約100kmのところに位置し

ており、予測されている地震が起こったら、本当に

大丈夫か早急な対策が必要とされている。

もう一つの課題は、想定を超えた地震動に対する

対策である。免震・制震構造物の設計では、将来の

地震に対する強震動を予測し、設定された地震動に

対して安全設計がなされている。1995年阪神・淡路

大震災以後、強震動観測網や都市域の深層、表層構

造などのデータが整備されてきた。将来、地震が発

生する可能性のある活断層や海溝型地震の詳細な調

査も行われてきた、そのため、将来の地震に対する

強震動予測の信頼性は大きく向上してきた。しかし、

東北地方太平洋沖地震で明らかになったように、想

定されていない地震が起こる可能性は否定できな

い。設計用に設定された地震動を超えた地震動が入

力したときに構造物がどの程度の裕度をもっている

か、また想定を超える地震動が入力したときにどの

ようなことが起こるか、事前の検証を行い、安全性

を高めることが緊急に必要とされている。

巻 頭 言
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3免震建築紹介

1 はじめに
神奈川県鎌倉市に1963年に建設された中学・高等

学校の校舎の免震改修工事である（2011年3月竣工）。

学院関係者、卒業生の方々にとって愛着の深い校

舎の外観を損なうことなく、耐震性能の不足する築

50年近い建物の免震化を図った。

1階～4階を使用しながら、地下1階柱下部（基礎

上部）に曲面すべり支承を配置し、校舎全体を免震

化した。

2 建物概要
建設地 神奈川県鎌倉市

建築主 学校法人清泉女学院

清泉女学院中学高等学校

耐震改修設計者

建築設計 フォルムデザイン

設備設計 フォルムデザイン

構造設計 鹿島建設（株）横浜支店

耐震改修施工者 鹿島建設（株）横浜支店

建物用途 学校

延床面積 4,151m2（今回改修部分）

建築面積 830m2（今回改修部分）

建物規模 地上4階、地下1階

（敷地高低差とドライエリアにより

構造的には地上5階建）

軒　高 15.8m

基準階階高 3.8m

工　期 2010年4月～2011年3月

構造形式 鉄筋コンクリート造

長辺方向：ラーメン造

短辺方向：耐震壁付きラーメン造

基礎形式 直接基礎（独立基礎）

免 震 建 築 紹 介

清泉女学院中学高等学校南棟免震改修

原嶋　幸一
鹿島建設

牧部　一成
同

図1 基準階伏図

写真1 建物写真

02_免震建築紹介.qxd  11.11.19 10:51 AM  ページ 3



4 MENSHIN NO.74 2011.11

耐震診断・調査結果

構造耐震指標　長辺方向　Is＝0.26～0.40

短辺方向　Is＝0.44～0.84

コンクリート強度（コア採取圧縮試験結果）

設計基準強度（Fc＝180kgf/cm2）以上を確認

3 免震改修計画概要
当初、地下1階の柱頭免震として上階4層分を免

震化する計画であったものに対し、建物全層を免震

化することを狙い、主として生徒のロッカールーム

として使用されている地下1階の下部、基礎との間

に免震材料を設置することとした。図2に示すよう

に既存の独立基礎の上面に、免震材料を設置し、そ

の上部に新たに地下1階の床面を形成した。基礎と

の間に免震材料を配置することにより、建物外観を

損なうことなく建物全層の免震化が可能となった。

免震材料1台あたりの支持重量が1,600～2,500KN

程度と比較的軽量であること、建物を使用しながら

の免震改修であり、上部構造には補強の手を加えに

くいことなどから、軽量であっても十分な長周期化

を図る必要があった。また、免震化による地下1階

の階高の低減を極力小さくするために装置高さをで

きるだけ低くおさえたいことから、曲面すべり支承

（オイレス工業（株）製）を採用した。この装置は単体

で復元機能と減衰機能を有するものである。

曲面すべり支承を写真2に示す。採用した装置は可

動体の径が400φ（19台）、350φ（19台）、200φ（2台、

屋外階段下）、計40台で、装置高さは238、226、

166mmである。新設免震層のために地下1階の階高は

元の3,500mmに対し、450mmだけ低くなるもののロ

ッカールームとしての使い勝手上支障とはならない。

また、長辺方向が81mと長いことから、ねじれ振

動に対する安全性の確保のために両端部短辺方向に

オイルダンパー（カヤバシステムマシナリー（株）製）

を2台設置した。各装置の配置を図3に示す。

図2 免震改修概要
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5免震建築紹介

4 設計方針
耐震性能目標は、表1のように定めた。

5 地震応答解析
1）振動解析モデル

解析モデルは、各階床位置を質点とする6質点等

価せん断モデルとした。長辺方向はDegrading Tri-

Linear型（武田モデル）、短辺方向は耐震壁付きラー

メンであり、十分な耐力があることから弾性とした。

上部構造の減衰は、地下1階床を固定とした場合の

1次振動数に対して2％の瞬間剛性比例型の内部粘

性減衰とした。

免震層は、曲面すべり支承の復元力特性をすべり

摩擦係数を考慮したバイリニアとし、速度依存の摩

擦係数は時々刻々計算した。オイルダンパーは減衰

係数、リリーフ減衰力から求められる特性値をバイ

リニア型の非線形減衰要素とした。固有周期を、表

2に示す。

表1 耐震性能目標

写真2 曲面すべり支承

図3 免震材料配置
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2）入力地震動一覧

振動解析に用いた入力地震動は、告示3波（八戸

位相、神戸位相、乱数位相）と既往波3波とした

（表3）。告示波については工学的基盤を基礎下端よ

りおよそ6m下の土丹層として地盤応答解析により

評価し、既往波は最大速度を50cm/sに規準化した。

3）応答解析結果

図4に各方向の応答結果を示す。免震層の最大変

位は22.2cm、曲面すべり支承は上下地震動を考慮し

ても浮上りが生じない。表1の耐震性能目標に示し

たクライテリアを満足していることを確認した。

6 おわりに
竣工を間近に控え、工事中の耐震安全性確保のた

めの免震装置を固定する耐震プレート（写真3）を取

り外し免震建物化した数日後に3月11日の東北地方

太平洋沖地震を迎えた。地震後、建物が40mmほど

変形したことを確認し（鎌倉市は震度4）、建物内に

いらした先生方より「船の揺れのようにゆっくりと

した揺れであった。」とお聞きした。図らずしも免

震効果を実証することができた。

竣工にあたり、学院関係者の皆様に厚く御礼申し

上げます。また設計、設計監理にあたられた（株）

フォルムデザイン、（株）F.E.Cの関係者の方々に感

謝の意を表します。

表2 固有周期

表3 入力地震動一覧

写真3 曲面すべり支承取付け状況
（側面のプレートは耐震プレート）

図4 応答解析結果
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免震建築訪問記－ 77 7

内に建設し（1986年）、実証に努めてきました。さ

らに、今回の本館の建設において、この免震建物を

解体することとなったので、この実建物を用いて擁

壁に衝突させる実験を行って免震構造に関する知見

の蓄積に貢献しました（2009年）。

今回訪問した本館は、研究員が一堂に会し、互いに

交流・刺激し合うことができる、風通しの良い組織・

建物、開かれた研究所、といったコンセプトで設計さ

れています。本館には、研究員約160名、管理部門職

員約40名が勤務し、仕切りのないオープンなワーク

プレイスで、「わいがや」の本館を目指しています。

自社の建物であるので、最先端の技術を多く取り

込んでいます。地震でも揺れないビルを目指してア

クティブ免震技術を採用した構造計画、中空に浮い

たように軽やかなピロティの細い柱の外観デザイン

が特徴です。

また、ビデオにて、アクティブ免震・耐火スク

リーンなどの安心・安全技術、タスク＆アンビエン

ト照明・空調システムなどの環境配慮技術、および

社是である「良く、速く、廉く」を支える技術の説

明を受けました。

1 はじめに
今回の免震建築訪問は、大林組技術研究所本館テ

クノステーションです。建物は、東京都清瀬市にあ

る大林組技術研究所の約7万㎡の敷地の中に、オフ

ィス機能を集約した施設として2010年9月に完成し

ました。また、2011年度の第12回日本免震構造協

会賞作品賞の受賞建物であり、建築業界内外からも

注目された建物でもあります。

現地では、技術研究所の勝俣様、時野谷様、中村

様、吉田様、石田様、そして設計本部の山中様より

建物の案内とご説明をいただきました。本訪問記は、

いただいた説明をもとに報告させていただきます。

なお、建物の詳細なデータは、2010年11月発行

の機関誌「MENSHIN」70号の本件の免震建築紹介

の記事を参照下さい。

2 本館テクノステーションの目指すところ
まず、本館の建設コンセプトについて以下のよう

な説明がありました。大林組技術研究所はその時々

の社会・経済状況や技術動向を考慮して、増築、進

化していきました。例えば、免震構造については、

その黎明期においていち早く免震建物を技術研究所

大林組技術研究所本館テクノステーション

免 震 建 築 訪 問 記 ― 77

写真1 建物全景

写真2 ピロティ

齋藤　一
鹿島建設

酒井 和成
スターツ免制震構造研究所

千馬　一哉
久米設計
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免 震 建 築 訪 問 記 ― 77

う1本にはアクティブ制振となっています。アクテ

ィブ制振装置は制御量を切り替えて制振効果を体感で

きるようにしています。また、大林組が日本女子大と

共同で開発した居住性評価手法を用いて揺れの感じ方

をその場で可視的にモニタリングできるシステムとな

っています。

ワークプレイスの空調は空間全体に対するアンビ

エント空調と執務席周囲の局所・個別のタスク空調

を組み合わせています。2層吹き抜け空間の天井付

近に集まった熱気は夏季には排出し、冬季には暖房

に利用するシステムとなっています。

本技術研究所の正門に、小粋な守衛所があります

が、この守衛所の外装材であるガラスには、ガスケ

ットで隠された上下辺に沿って粘弾性体が仕込まれ

ており、「ガラス制振壁」と称する制振構造を採用

した建物となっています。

3 建物概要
本館の規模は延べ面積約5,500㎡、地上3階の鉄

骨造ラーメン構造、基礎は直接基礎です。形状的に

は基礎免震構造ですが、確認申請上、性能評価上は

アクティブ制震構造と位置づけられています。

免震部材は支承材は天然ゴム系積層ゴム、減衰機

構にオイルダンパーを使用しており、1,100kNアク

チュエータ4台で制御し、地面の変形とは反対の変

位を建物に与えています。最終的には、ラピュタ

2Dの2Dを取り去り、3次元免震、まさにガリバー

旅行記の中に出てくる浮島ラピュタを目指してい

る、とのことです。

ラーメン構造の柱はCFT造で、使用鋼材がH-SA700、

充填コンクリートがFC-160で、16mの高さから落と

しこみ工法で施工されています。柱寸法はφ-500、

t=25mmで18mスパンを実現しています。実際に筆者

らが見ても、柱は非常に細く、設計のねらいである

空中に浮いた感じがうまく表現できていました。

柱の高強度鋼材については溶着金属もマッチング

したものが用意され、外リングはSA440が用いられ

ています。また、室内部分は耐火塗料、屋外のピロ

ティ部分は無耐火被覆とし、仕上がり寸法を増やさ

ないディテールとしたそうです。

ワークプレイス内の空間を渡すブリッジには、スリ

ムクリートと名付けられた超高強度鋼繊維を混入し

た高じん性高強度モルタル（圧縮強度170N/mm2）が採

用されています。常温硬化と、モルタル組織が非常

に緻密であることによる高い耐久性が特徴です。

14mスパン、せいは335mm、手摺脚部の先端で

35mm、配筋はなくPC鋼材で引張力を負担していま

す。ブリッジには体感振動を対象とした床制振装置

が搭載されており、内、1本にはパッシブ制振、も

写真3 玄関周りの状況

写真4 ホワイエ

写真5 1階外部エキスパンションジョイント
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4 アクティブ制震
免震建物はゆっくり揺れ、加速度は大幅に下がり

ますが、ある程度は残ります。アクティブ免震はこ

の残った加速度もほとんどゼロにすることを目指す

ものです。その原理を簡単に言えば、地盤と反対の

揺れで建物を動かすことで、建物を絶対空間に止め

ようとするものです。このアクティブ免震は地震時

にも止めることの出来ない精密部品の生産ラインを

持った工場、停止することなく手術を続行しなけれ

ばいけない病院、不安定な形状の貴重な展示物を保

管する美術館・博物館などに利用価値のある免震シ

ステムとされています。

制御は絶対制振理論によりフィードフォワード制

御とフィードバック制御で行います。アクチュエー

タは制御が不安定にならないように柔らかいバネ

（弾性すべり支承に用いる積層ゴム）を介して建物に

制御力を加えます。アクチュエータに1,000kN以上

の荷重がかかると基礎盤とアクチュエータとの間の

支持接合部（トリガー機構）が滑るようになってい

ます。これはアクティブ免震を実用化するための重

要なフェイルセーフです。滑っている間は摩擦ダン

パーを用いた通常のパッシブ免震構造と同等です。

普段、油圧弁を閉じてアクチュエータは停止させ

ており、アキュムレータに200気圧の油圧で作動油

を蓄えていますが、地震を感知すると油圧弁を開い

てアキュムレータから作動油を放出してアクチュエー

タを動かします。地震の際にアクチュエータを動かす

電力は使用しません。なお、アキュムレータの作動油

がなくなると、油圧弁を閉じてアクチュエータのス

トロークを保持するようにし、前述のトリガー機構

が働いてパッシブ免震に移行します。また、風揺れ

には、油圧弁を閉じた状態のまま対応します。

写真6 ワークプレイス

写真7 ブリッジ

写真8 守衛所

写真9 守衛所のガラス制振 写真10 免震層

免震建築訪問記－ 77 9
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このアクティブ制御システムは、世界初、本邦初

であるので、当初の計画では、トリガー機構などに

よるフェイルセーフがあるため、竣工後1年を調整

期間として運用して初めて分かる問題にも対処を施

した上で大地震にも安定的に備えることとしていま

した。3月11日の地震では、トリガー機構とは別の

フェイルセーフが作動し、通常のパッシブ免震構造

と同等の挙動を示しました。フェイルセーフの作動

は確認できたので、調整を施し、その後の余震では

アクティブ制御による所定の免震効果が得られてい

ると説明がありました。

5 質疑応答
会議室で取りかわされた質疑回答の主なものは、

以下のとおりです。

Q1：上部構造の耐震要素は何ですか？

A1：ラーメン架構のみです。梁せいはH-900です。

Q2：設計用のCB、上部構造の固有周期をお知らせ

下さい。

A2：CB＝0.07、Tx1＝0.942s、Ty1＝0.869sです。

Q3：比較的平面的に長い建物ですので、制御用のア

クチュエータは両側に必要ではありませんか？

A3：最下階はSRC造の剛強な梁とRC造スラブで構

成したので、片側からの制御で問題ありません。

Q4：積層ゴムの面圧およびアイソレータの固有周

期はどの程度ですか？

A4：積層ゴムの面圧は平均で11N/mm2、最大で

13N/mm2です。アイソレータの固有周期は5.2s

です。総重量が約10,000tの建物を昭和電線製

のG3タイプの積層ゴム16基で支持する計画と

しました。高面圧時の実験を行い、個別評定

を取得して使用しています。

Q5：アクチュエータの維持管理計画はどのように

お考えですか？

A5：設計段階での維持管理計画はあります。しか

し、世界初のシステムですので、最初の2～3

年間の実施状況を見ながら、その後の維持管

写真14 会議の様子

写真11 ボールベアリングで支持されたアクチュエータ

写真12 アクチュエータの支持接合部

写真13 アキュムレータ
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理は適切に修正する予定です。

Q6：執務空間のセキュリティはどのように配慮さ

れていますか？

A6：基本的に社員しか入ることが出来ません。今

回のような来訪者がある場合は事前に告知し

ます。

Q7：アクティブ制御は、緊急地震情報と連動して

いますか？

A7：今のところ連動はしていません。東海地震な

ど震源が遠い場合は緊急地震速報を有効に利

用した制御が出来るかもしれません。

Q8：アクティブ制震の設計は、免震部材認定の範

囲で設計しているのですか？

A8：制振部材として設計しています。

Q9：本建物の主な受賞歴を教えてください。

A9：CFT協会賞、エンジニアリング協会エンジニア

リング奨励特別賞、日経ニューオフィス賞、日

本免震構造協会賞作品賞、を受賞しています。

Q10：非常用の電源設備はどのようになっています

か？

A10：非常用発電機などの設備は有していますが、

他の緊急用設備向けです。アクティブ制振は

蓄電池で制御盤をバックアップしています

が、停電が長引いた場合はバックアップが終

了しますので、油圧弁を閉じてアクチュエー

タのストロークを保持するようにします。す

なわち、トリガー機構（摩擦ダンパー）による

パッシブ免震に移行します。

6 おわりに
最近のホットで話題の建物であり、日本免震構造

協会賞の受賞作品ということで、期待と興味に溢れ

たとても有意義な訪問でした。まさに期待通りの魅

力ある建物でした。特に、ワンフロアの開放的なワー

クプレイス、そして軽快なピロティは、そこにいてと

ても心地よく感じました。また、技術的な心臓部とも

言えるアクチュエータ、アキュムレータ周りについて

も丁寧で新鮮なお話をいただき、非常に貴重な視察の

機会だったと思います。

最後になりましたが、お忙しい中、貴重なお話を

お聞かせいただきました勝俣様、山中様、時野谷様、

中村様、吉田様、石田様、他関係の皆様方に、厚く

御礼申し上げます。

写真15 集合写真

写真16 ビオトープ周り視察状況
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1 はじめに
本建物は、岩手県中部に位置する花巻厚生病院と

県立北上病院を統合した医療機関である。2009年1

月に竣工し、同年4月に岩手県立中部病院として開

業した、岩手中部圏域の急性期医療を担う災害拠点

病院である。構造形式は基礎免震構造とし、災害拠

点病院の機能確保を目的としている。

本報告は、2011年3月11日に発生した東北地方太

平洋沖地震の被害状況を3月26日に筆者らが調査し

た結果と、設計時の応答倍率を比較したものである。

この地震による北上市の計測震度は5強であった。

2 施設概要
本建物は、表1に示すように地上6階、地下1階の

RC造で、診療部門・病棟部門を有する総合病院で

ある。耐震システムとして基礎免震を採用している。

1階部分は平面的に広がった診療部門である。

図1に本建物の外観を、図4の上段に平面形状を示

す。建設場所は北上市村崎野（図2）である。

表1 岩手県立中部病院建物概要

図1 岩手県立中部病院

図2 建設地

東 北 地 方 太 平 洋 沖 地 震 関 連

岩手県立中部病院

仲山 雅一
久米設計

大久保　孝雄
同

図3 免震部材の配置
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3 地震観測システム
本建物の地震観測システムは、図4に示す通り、

「BF」（免震ピット内）、「B1」（B1階床位置）、「6F」

（6階床位置）に、それぞれ1台ずつ計3台の加速度計

を、免震ピット内の加速度計の近傍にけがき板を設

置した。

使用する免震部材は、天然ゴム系積層ゴム（NR）、

鉛プラグ入り積層ゴム（LR）、低摩擦弾性すべり支

承（SR）、鋼製ダンパー（SD）である。各免震部材の

配置は、図3による。

本施設は、建設中（免震部材設置後）に、平成20

年岩手・宮城内陸地震（2008年6月14日）、岩手県中

部の地震（2008年7月24日）と2回の震度5弱の地震を

経験しているが、目視調査の結果、構造体に損傷が

ないことを確認している。

図4 地震観測システム概要

図5（b） EW方向観測加速度

図5（c） UD方向観測加速度

図5（a） NS方向観測加速度
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東 北 地 方 大 平 洋 沖 地 震 関 連

4 地震観測記録
2011年3月11日14時46分頃に発生した東北地方太

平洋沖地震は、岩手県立中部病院にて600余秒の観

測記録を残した。図5にNS、EW、UDの各方向の時

刻歴加速度波形を示す。

「BF」における入力加速度の最大値は、NS方向で

305.0gal、EW方向で192.1gal、UD方向で128.4galで

あった。一方、「B1」の応答の最大値は、NS方向で

83.4gal、EW方向で76.9gal、UD方向で147.7galとな

り、水平方向の加速度は低減されたが、鉛直方向は

増幅されている。

「BF」と「B1」との相対変位であるけがきの軌跡

は、図6の通り最大変位差が94mmであった。免震層

の残留変形はなく、建物は地震後に所定の位置に戻

っている。

5 被害状況
病院関係者へのヒアリングでは、地震発生当時、病

院内は震度3程度の揺れであり無被害で、地震後すぐ

に災害拠点病院として機能したとのことであった。

免震ピット内では、図7ように鋼製ダンパーの塗装

が剥げてボルトの緩みが見られた。図8のように配管

吊材の一部損傷を確認したが大事には至っていない。

建物内外部では、エキスパンションジョイント部

（EXP.J）の損傷があった。EXP.Jは有効に機能したた

めに構造体に大きな損傷はなかったが、EXP.Jに残

留変形があった（図9～11）。

図6 けがき変位計の計測（94mm）

図7 鋼製ダンパーの状況

図8 免震層配管吊材の切断

図9 内部EXP.J（あき：51.5mm）
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東 北 地 方 大 平 洋 沖 地 震 関 連

6 設計モデルの妥当性確認
「BF」、「B1」、「6F」の観測値と設計で用いた応答

解析結果の値を比較して、解析モデルの妥当性を確

認した。

表2にの左側に、「BF」、「B1」、「6F」で観測され

た最大加速度と設計で用いた既往3波（EL CENTRO

NS、TAFT EW、HACHINOHE NS）の25kine、50kine

のときの最大加速度を示し、右側にそれぞれの応答

加速度を「BF」の値で基準化した値を示す。

NS方向の「BF」、「B1」、「6F」の応答加速度の比

1：0.27：0.60に対して、既往波を用いた応答解析結

果の平均は1：0.28：0.47であった。EW方向では同じ

く1：0.40：0.54に対して1：0.28：0.54であった。

地震波によって計算での応答結果に変化が生じる

ものの、概ね、観測値の傾向と既往波を用いた解析

結果は同じ傾向であった。

7 まとめ
東北地方太平洋沖地震に関する岩手県立中部病院

の観測地震波形や変位の紹介、被害状況の確認、既

往波を用いた設計時の解析との比較を報告した。地

震後直ちに災害拠点病院として機能できたこと、構

造体に大きな損傷がみられなかったことから免震建

物としての性能を発揮することはできたが、EXP.Jの

損傷や残留変形が確認されたことから、EXP.Jの損傷

防止が今後の課題であると考えられる。

謝辞
本稿を作成するにあたり、岩手県医療局ならびに

岩手県立中部病院の皆様に多大なご協力をいただき

ました。この場を借りて御礼申し上げます。

図10 外部金物EXP.Jの状況

図11 外部跳ね出しEXP.Jの状況

表2 免震効果の確認
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講習会報告

1 趣旨
我が国で2011年3月11日に、東北地方太平洋沖地

震が発生し、甚大な被害をもたらしました。日本

免震構造協会では、特別調査委員会を設置し、こ

の地震に対する、免震・制振建築物の挙動につい

て、調査・解析・評価を行い、効果の確認と課題

の注出を行なうことにしました。

基調講演は河田惠昭先生に、巨大災害、都市災

害、総合減災システム等の研究の立場からお話し

いただきました。

その後、調査委員会による現時点までの中間報

告を部会毎に行いました。

本免震フォーラムは、9月1日（木）13:00～17:00、

東京都新宿区の工学院大学新宿キャンバスURBAN

TECH HALLで開催され、参加者は来賓を含めて255

名と盛況であった。当日は、次のスケジュールで行

われ、有意義な講演と活発な討議が繰り広げられた。

2 プログラム
司会 教育普及部会委員

（株）NTTファシリティーズ　鈴木幹夫

13：00～13：10

開会挨拶 日本免震構造協会会長　西川孝夫

13：10～14：10

基調講演 「東日本大震災からの復興計画」

関西大学　教授　河田惠昭

14：25～16：35

報告　「東北地方太平洋沖地震に対する応答制御

建築物調査（中間報告）」

① 応答制御建築物調査委員会本委員会

委員長（JSSI副会長）

（株）三菱地所設計　 深澤義和

② 免震構造設計部会

委員長　東京理科大学教授 北村春幸

委員　　清水建設（株） 北村佳久

委員　 （株）熊谷組　　　　 荻野伸行

③ 免震構造地震応答評価部会

委員長　慶應義塾大学　教授 三田　彰

委員　　清水建設（株） 猿田正明

委員　 （株）間組　　　　　 境　茂樹

④ 制振構造調査部会

委員　　前田建設工業（株） 龍神弘明

委員　　東京工業大学教授　 元結正次郎

委員　 （株）日建設計　 原田公明

委員　 大成建設（株） 木村雄一

16：45～17：00

応答制御建築物調査委員会報告に対する質疑

17：00 閉会

17：30～意見交換会

第14回　免震フォーラム
「東北地方太平洋沖地震に対する応答制御建築物調査（中間報告）」

基調講演「東日本大震災からの復興計画」

鹿島建設
齋藤　一

免制震ディバイス
齊木　健司

写真1 会場風景
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講習会報告

3 免震フォーラム概要
3.1 主催者代表挨拶

主催者代表挨拶を、日本免震構造協会の西川会長

がされて、免震構造の地震時の挙動は概ね良く、免

震建物自体に問題はなかったが、特にエキスパンシ

ョンジョイントで課題が残ったこと、1年間で調査

結果と問題点を整理する予定であるなど、本フォー

ラムの趣旨説明が行われた。

3.2  「東日本大震災からの復興計画」

関西大学社会安全学部／人と防災未来センター長

京都大学防災研究所元所長の河田惠昭教授による以

下の概要の基調講演を賜りました。

・1985年に「減災」を提案、減災の目的はResistant

societyからResilient societyにすることである。

・日本で1,000人以上の死者が出た巨大災害は記録で

は20～30回　⇒歴史から学ぶことが可能

・災害はマニュアル通りには発生しない。

⇒正しい知識をもって応用力で臨機応変に対処す

ることが重要

・災害に対する抵抗力と回復力を高めることも必要

・最近は、減災の主役は技術者ではなく市民である

という考え方が主流

⇒技術者は市民の復興を支える立場

・最悪被害シナリオの重要性

⇒効果的な対策を探す。具体的な災害像をもつ。

災害予防と応急対応の課題を整理する。

・災害対策基本法を改定すべきで、現状では市町村

長の長しか避難命令や避難勧告を出せない。行政

側は責任逃れのために、強制力のない避難勧告し

か出さない。行政側の意思決定は極めて遅く、避

難勧告を聞いてから逃げているようでは手遅れに

なる。

・阪神淡路大震災と東日本大震災の後に社会がどの

程度変化できるかが問われている。

・復旧は「原形復帰」、復興は「災害以前よりも良

くする」ことである。

・東京直下地震：被害額を試算

コンピュータ免震座台の被害もあるようである。

3.3  「東北地方太平洋沖地震に対する応答制御建

築物調査（中間報告）」

3.3.1 応答制御建築物調査委員会報告

深澤義和委員長

・国内の免震建物は約2,600棟

・免震建物の挙動の調査、効果の確認、問題点の

抽出が活動目的

・協会会員の構造設計者にアンケート調査（97社）、

44社から回答、免震301棟、制振130棟

・分科会でアンケート結果を分析、必要に応じて

追加アンケートを実施予定

・地震後の臨時点検の実施率は60％

3.3.2 免震構造設計部会報告

北村春幸委員長、北村佳久委員、荻野伸行委員

・調査対象301棟のうち、地震計設置13棟、けがき

式変位計設置137棟

・県別では宮城県55棟、福島県10棟、千葉県24棟、

東京都103棟、神奈川県44棟、大阪府28棟

・免震層の最大変位：宮城県10～20cm（最大41.5cm）、

関東地方5～20cm

・変位10cm以下でも、エキスパンションジョイン

トなどに被害が出ている。

・免震層の残留変形：1.6cm以下

・目標通りの機能発揮108棟、津波を受けた建物2

棟⇒長周期地震動に対しても免震は効果を発揮

・本震と余震で性状が変化している場合がある。

・免震エキスパンションジョイントに起因した損

傷が課題で最も多い（88例、33例を紹介）。

製品自体の問題、設計・施工上の問題、維持管

理上の問題を整理

写真2 西川孝夫会長

写真3 河田惠昭教授
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講習会報告

・鋼材ダンパーの取り付けボルトの緩みと塑性化

に伴う形状変化、鉛ダンパーの亀裂発生とエネ

ルギー吸収に伴う形状変化が見られた。

・今後のまとめ方としては、

（1）免震部材の累積損傷度の診断方法の整備

（2）エキスパンションジョイントの分類と被害

事例、設計ポイント、試験方法の整備

（3）定期点検と地震後の臨時点検の推進および

損傷部材の交換などの推進が挙げられる。

・鉛プラグ入り積層ゴムの鉛の損傷を把握する実験

を計画中

3.3.3 免震構造地震応答評価部会報告

三田彰委員長、猿田正明委員、境茂樹委員

・慶大日吉キャンパスの免震校舎の観測記録の分

析を、今後の分析の標準方法として紹介

・東北大学・免震実証試験3層建屋の効果の紹介

（入力240Gal、屋上240Gal、積層ゴム最大変位

12cm、累積塑性変形20m以上）

・清水建設技研本館・免震建物の効果の紹介

（入力150Galが、屋上で約半分に低減）

・水戸の21階高層マンションの効果の紹介

（入力地震動は周期2秒以下が卓越、免震固有振動

数は主要動前で0.8Hz、主要動で0.4Hz、その後

0.6Hz、減衰は主要動で20％以上、免震層の最大変

位14cmは入力動の変位応答スペクトル20％に対応）

3.3.4 制振構造調査部会報告

龍神弘明委員、元結正次郎委員

原田公明委員、木村雄一委員

・調査対象130棟のうち、地震計設置は15棟

・県別では宮城県11棟、千葉県11棟、東京都11棟、

神奈川県13棟、大阪府11棟

・目標通りの挙動の回答は79

・地震後の点検率は50％

・東工大すずかけ台キャンパス3号棟の耐震改修効

果の紹介

・日建設計東京ビル（14階建、柱CFT梁S）の効果の

紹介（入力120Gal、屋上150～220Gal、屋上の変

位7～8cm）

・新宿センタービルの制振補強効果の紹介（オイル

ダンパーを24層に計288台設置、1次モード減衰

1.3％が2.7％に上昇、屋上階の変位は54cmで、補

強前から22％低減）

4 質疑応答
Q：設備配管の損傷はあったか。

A：調査内では3件あった。

Q：鉛ダンパーの損傷が報告されたが、鉛入り積層

ゴムについてどう考えているか。

A：鉛入り積層ゴムについては、現在実験を計画中

である。12月頃には報告したいと考えている。

Q：免震建物でエレベーターが停止したものはあっ

たか。

A：調査はしていないが、必要があれば追加アンケー

トに含めたい。今回紹介された水戸の超高層免

震建物ではエレベーターは停止した。地震後の

停電もあった。

Q：病院などの重要拠点になる建物で、これから発

生するであろう大地震での挙動予測をする予定

はあるか。

A：現在、国交省の基準整備事業で東海・東南海・

南海地震の3連動の予測地震動の検討を実施し

ている。予測波が出ればJSSIで検証していく予

定である。

Q：戸建免震建物の挙動はどうであったか。

A：今後、調査を実施する予定である。

・・・その他、多くの討議があり盛況であった。

写真4 質疑・討論風景
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報告

1 はじめに
本年8月23日～25日の3日間、日本建築学会の大会会場である早稲田大学にて当協会主催 免震構造に関する

展示会「免震フェア2011」を開催しました。この展示会は、免震建築物の普及活動の一環として行っていて、

今回で5回目になります。

2 概要
開 催 日：2011年8月23日～25日

会　　場：早稲田大学早稲田キャンパス　大隈記念講堂　前

出展会員（12社順不同）：オイレス工業（株）、岡部（株）、（株）熊谷組、（株）構造計画研究所、

（株）構造システム、昭和電線デバイステクノロジー（株）、

新日鉄エンジニアリング（株）、（株）竹中工務店、THK（株）、東洋ゴム工業（株）、

飛島建設（株）、日本インシュレーション（株）

3 謝辞
今回も、出展会員各々が免震分野における最新技術の紹介をし、多くの方々に興味をもっていただけるよ

う内容の充実にも配慮いたしました。免震と非免震建物内の揺れの違いを肌で感じる事ができる免震体験車

には、多くの大学院生・学生の方が乗車していました。本展示会は、当協会会員以外の方に免震をアピール

する良い機会となりました。

本展示会が盛況のうち無事終了できましたのも、早稲田大学 長谷見 雄二 先生、出展会員の多大なご尽力

の賜物であったと存じます。ここに普及委員会 教育普及部会関係者一同、厚く御礼申し上げます。ありがと

うございました。

「免震フェア2011」in 日本建築学会大会

普及委員会教育普及部会

写真1 会場案内
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報告

1 はじめに
世界免制震会議は、ASSiSi（Anti-Seismic Systems

International Society、国際免制震協会）の主催により

2年に1度開催されており、今回、ロシア地震工学会

との共催により、2011年9月20日（火）～9月23日（金）

の4日間、ソチ市において開催された。会議には、

ロシア、イタリア、スペイン、アルメニア、中国、

台湾、日本、米国、イギリス、インド、チリ、アル

ゼンチンなどから約80名の参加者があった。日本か

らは、筆者の他に、 山峯夫教授（福岡大学）、森

田慶子助教（福岡大学）、Troy Morgan助教（東京工業

大学）、小川通彦氏、鈴木清春氏（オイレス工業）、

森隆浩氏（ブリヂストン）、山本雅史氏、濱口弘樹氏

（竹中工務店）、馮徳民氏（フジタ）が参加した。

2 会議の概要
第1日目は、ロシア地震工学会のJacob Eisenberg会

長（写真2）、ASSiSi会長のKeith Fuller氏（写真3）が開

会式で挨拶を行い、その後、イタリア、中国、ロシ

ア、日本、アルメニア、イタリア、スペインのそれ

ぞれから、各国の免震建築物の現状に関する基調講

演がなされた。日本は 山教授が講演された（写真

4）。午後には、国際委員会が提案した特別セッショ

ン「各国の免震構造の設計基準と国際調和（Seismic

Isolation Design Codes in Different Countries and

Perspectives of Their Development and Harmonization）」

が開催された。最初に筆書がCIB/W114の活動紹介

とベンチマーク建物を用いた日本の免震設計法に関

する講演を行い（写真5）、続いてロシア、中国、米

国、台湾から、各国の免震設計基準の紹介とベンチ

マーク建物の設計事例の紹介があった。また、山本

氏が高減衰積層ゴムの2方向載荷時の性能について

講演を行い、馮氏が各国の設計地震力の定義や検証

方法の違いについて総括的な講演を行った。協議の

中で、設計基準の国際調和に向けて、設計における

目標性能水準や検証方法の相互理解を推進すること

が確認された。最後に、東日本大震災における免震

建築物の挙動について筆者が講演を行った。

第2日目、第3日目には発表講演があり、筆者が第

2日目の午前中の座長を、 山教授が午後の座長を努

めた。最終日（第4日目）の午前中には、ASSiSiの総会

が開催され、投票により新しい新体制が以下のよう

に決定した（敬称略）。

会　　長： Fu Lin Zhou（中国）

副 会 長： Vladimir I. Smirnov（ロシア）、

Alessandro Martelli（イタリア）

事務局長： Massimo Forni（イタリア）

理　　事： Keith Fuller（イギリス）、

Benzoni Gianmario（米国）、

斉藤大樹（日本）、Mustafa Erdik（トルコ）、

Mikayel Melkumyan（アルメニア）

また、次回（第13回、2013年）の開催地に日本と

米国が立候補した。日本については、2013年に日本

免震構造協会創立20周年を迎えることや東日本大震

災があったことなどから開催を強く希望したが、総

会では決まらず、互いに詳細なプロポーザルを作成

して、1ヶ月後に投票で開催地を決定することにな

った。最終日の午後には、ソチ市内にある2棟の免

震建築物とオリンピック村の建設現場を見学した。

第12回世界免制震会議

国際委員会　委員長
建築研究所
斉藤　大樹
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報告

た免震構造（Kinematic Base Isolation）があり、実際

に、ソチ市内にある17階建ての建築物を見学するこ

とができた（写真6）。効果や安全性に疑問がないわ

けではないが、ほとんど地震がない国だから思い切

ったことが出来るのかもしれない。なお、Eisenberg

会長を含め多くの参加者から、特別セッションが大

変有意義であったとの評価を頂いた。

3 まとめ
ロシアにはかなりの数の免震建築物があるという

ことだが、ほとんど情報がなく、その実態は謎に包

まれていた。今回の会議において、ロシア地震工学

センター長のSmirnov氏の講演などを通じて、確か

に多くの免震建築物があることが明らかになった。

その中で、ユニークなものにロッキング柱を利用し

写真1 会議風景

写真2 Jacob Eisenberg氏の挨拶

写真3 Keith Fuller氏の挨拶

写真4 山教授の基調講演

写真5 特別セッションでの筆者の講演

写真6 地下階のロッキング柱
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免震部建築施工管理技術者講習・試験は、今年で12回目となりました。

本年度は、10月2日（日）にベルサール渋谷ファースト（東京）にて行われました。

受験申込者は563名で、当日の受験者は554名でした。

当日のプログラムは、4つの講習終了後に試験（70分）を実施しました。

午前中の講習は、「免震部建築施工管理技術者制度と運用について」を西川会長より、つづいて「免震構造

の一般知識」を平野委員、午後の講習は「免震部材の基礎知識」を海老原委員、つづいて、「免震部施工の

要点」を舘野委員長と中村委員が講師を担当しました。

今年も、昨年に引き続き受験者が多くありましたが、他の部会からの応援もあり、滞りなく終了いたしま

した。その後、資格制度委員会で採点・合否審査を行い、合格者は、457名と決定いたしました。合否通知

は10月21日に送付しました。また、合格者はホームページに受験番号で掲載されています。合格者には併せ

て登録申請の受付を行い、来年の1月下旬には、「免震部建築施工管理技術者登録証」を発行の予定です。

昨今は、設計図書、特記仕様書などに免震部建築施工管理技術者による施工管理を要望する旨があり、資

格取得者が増えることが期待されます。

平成23年度免震部建築施工管理技術者講習・試験の実施
および合格者（ホームページ掲載）発表

報告

講習会受講者の様子 「免震部材の基礎知識」海老原委員

「免震部施工の要点－前編」舘野委員長 「免震部施工の要点－後編」中村委員

資格制度委員会委員長
長橋　純男
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◇議事録署名人
議事録署名人には、定款の定めにより、西川孝夫

代表理事と出席監事の梅野岳監事及び白井貴志監事

の3名がなった。

◆審議事項
第1号議案　新入会員と委員会委員の委嘱について

………………………………………………資料①

事務局より、第2種正会員12名、賛助会員3社の

新入会及び各委員会委員委嘱8名について説明があ

った後、審議に入り異議なく承認された。

第2号議案　社団法人の最終年度事業報告及び収支

決算の件について …………………………資料②

社団法人の最終年度の事業報告・収支決算につい

て、事務局より資料②に基づき説明があった。研究

助成事業を初め、性能評価、普及啓発、技術者認定、

調査研究の各事業を継続的に実施した。収支決算は、

平成23年7月までの4ヶ月の決算である。平成23年

7月31日現在の貸借対照表の正味財産は、1億1,067

万円であった。審議に入り異議なく承認された。

第3号議案　一般社団法人事業計画及び収支決算案

の件について ………………………………資料③

事業計画・収支予算案について、事務局より資料

③にもとづき説明があった。

本年度事業計画は、性能評価事業・技術者認定事

業、免震構造に関わる調査研究活動及び免震構造の

普及・啓発事業等を継続する。

収支予算は、公益目的支出計画を実施し、非営利

型法人に変更したため、事業を実施事業等、収益事

業、非収益事業の3つに区分けすることになった。

収入総額：7,684万円、支出総額：7,358万円、当期

の収支差額は、506万円となる。よって、一般正味

財産期末残高は、1億2,127万円であるとの報告があ

った。

東北地方太平洋沖地震に対する調査研究に免震普

及運営積立金を取り崩す提案があり、異議無く承認

された。また、事務所整備等積立預金を新設する提

案があり、異議なく承認された。

第4号議案　役員1名選任の件……………資料④

事務局より、役員1名の選任の提案があり、太田

日　時 平成23年 9月13日（火曜日）

13:30～14:40

場　所 明治記念館　1階「鶴亀」

東京都港区元赤坂2-2-23

出席者 会　長：西川孝夫

副会長：深澤義和、池永雅良、沢田研自

理　事：可児長英、丑場英温、大熊武司、

大八木邦彦、 山峯夫、常木康弘、

長橋純男、野中康友、山口昭一、

山崎眞司

監　事：梅野　岳、白井貴志

事務局：永井　潔、小林哲之、佐賀優子

欠席者 理　事：小谷俊介、笠井和彦、児嶋一雄、

鈴木重信、谷口　元、寺本隆幸、

西　敏夫、西谷　章、野中康友、

緑川光正、和田　章

監　事：曽田五月也

配布資料
資料①　新入会員と委員委嘱の件について

資料②　社団法人の最終年度事業報告及び収支決算

の件について

資料③　一般社団法人事業計画及び収支決算案の件

について

資料④　役員1名選任の件

資料④　補欠理事2名、補欠監事1名選任の件

資料⑤　規則類と規程の改定の件

資料⑥　免震部建築施工管理技術者資格認定制度に

関する規程改定の件

※定款添付

◇開　会
定刻に至り、事務局より開会が告げられ、引き続

いて西川会長が挨拶した。

◇定足数の報告
事務局より、本日の理事会は定足数（出席理事14

名、／理事総数24名）を、満たしているので理事会

が成立する旨が告げられ、西川会長が議長となり議

事に入った。

平成23年度第1回理事会議事録
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寛氏（（株）鴻池組）が理事として異議なく承認され

た。任期は平成24年通常総会開催日までとなる。

第5号議案　補欠理事2名、補欠監事1名選任の件

………………………………………………資料④

事務局より、定款第13条第2項により、補欠理事

2名、補欠監事2名を選任する提案があり、補欠理

事として、西村功氏（東京都市大学）、能森雅己氏

（三井住友建設）の2名が、補欠監事として、山崎達

司氏（前田建設工業）が異議なく承認された。補欠理

事は西村氏が第一順位となる。

第6号議案　規則類と規程の改定の件……資料⑤

事務局より、就業規則の改定について資料⑤に基

づき説明があった。多様な雇用形態、厚生施策など

社会状況の変化により、就業規則を改定する。基本

となる（常勤職員）就業規則に加えて、再雇用就業規

則、期間雇用就業規則の3本立てとする提案があり、

異議なく承認された。

また、同じく職員退職給与規程の改定について資

料⑤に基づき説明があった。これも異議なく承認さ

れた。

第7号議案　免震部建築施工管理技術者資格認定制

度に関する規程改定の件 …………………資料⑥

事務局より、免震部建築施工管理技術者資格認定

制度に関する規程改定について資料⑥に基づき説明

があった。主な変更は資格の更新に対する規程変更

で、異議なく承認された。

◇報告事項
1）8月1日一般社団法人移行認可について（認可

書写：回覧）

4月18日に移行認可の電子申請を行い、8月1

日に一般社団法人への登記が完了した。

2）免震フェア2011

日本建築学会大会（於：早稲田大学）に合わせて、

免震フェア2011を8月23～25日に開催した。

3）9月1日免震フォーラムについて

…………………………………………資料配布

例年通り、免震フォーラム（於：工学院大学）

を開催した。基調講演を「東日本大震災から

の復興計画」と題し、関西大学の河田教授が

講演を行い、「東北地方太平洋沖地震に対する

応答制御建築物調査（中間報告）」を調査委員

会が報告した。タイムリーなテーマであるた

め、多数の参加希望者があった。

4）東北大学片平まつり／取り止めについて

被災地である東北大学で免震体験車による地

震体験は、中止したいとの意見が東北大学実

行委員会にあり、今回は参加を見送ることに

した。

5）平成23年度免震部建築施工管理技術者講習・

試験について

10月2日に行われる免震部建築施工管理技術

者講習・試験の受験者は563名となった。

6）協会賞の応募について

昨年より2ヶ月程度早めに締め切ったが、技

術賞3件、作品賞8件と例年通りの応募数であ

った。普及賞は応募が少なく、テーマを設定

して再募集している。

7）その他

・通信理事会　一般社団法人では通信理事会

で過半数等による採決は許さ

れないが、理事・監事の全員

が電子メール等で同意の意思

表示をしたときは当該提案を

可決する旨の理事会の決議が

あったものとみなす。（定款第

36条第2項）があり、これを活

用して円滑な協会運営を図る。

◇閉　会
以上ですべての議案の審議並びに報告を終了した

ので、14:40に閉会した。

平成23年9月13日

議　長（代表理事）西川　孝夫

議事録署名人（監事）梅野　　岳

議事録署名人（監事）白井　貴志
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第2号議案　役員1名選任の件

議長は事務局に説明を求め、専務理事から現

在、理事1名の欠員があるため、太田寛（おお

た　ひろし）氏（（株）鴻池組）の選任を諮ったと

ころ満場異議なく選任された。なお、任期は

平成24年度通常総会の終結の時までとなる。

第3号議案　補欠理事2名、補欠監事1名選

任の件

議長は事務局に説明を求め、専務理事より

定款第13条第2項により補欠の理事2名監事

1名を選任する必要があり、補欠の理事とし

て西村　功氏、能森雅己氏、補欠の監事とし

て山崎達司氏の選任を諮ったところ満場異議

なく選任された。なお、補欠の理事の順位は

西村功氏を優先とすることになった。

第4号議案　就業規則類の改訂の件

議長は、事務局に説明を求め、事業推進部

長より「協会職員の雇用形態は、常勤職員に

加えて再雇用職員、期間雇用職員などが現れ、

就業規則の整備をする必要がある。」とし、

就業規則の変更、再雇用就業規則、期間雇用

就業規則の制定について諮ったところ満場異

議なく承認された。

その他

議長より、その他審議事項の有無の確認があ

ったが、新たな審議事項はなかった。

報告事項

・専務理事より平成23年度（8月～3月）収支

予算書の報告があった。

・北村佳久氏、荻野伸行氏より東北地方太平

洋沖地震に対する応答制御建築物調査（中間

報告）の報告があった

5）閉会

以上をもって、一般社団法人日本免震構造協

会平成23年度通常総会の議事全部を終了し

たので、議長は午後4時22分閉会を告げた。

平成23年9月13日

議長（代表理事） 西川　孝夫

議事録署名人　　東野　雅彦

議事録署名人　　西村　　功

日　　時　平成23年9月13日（火）

開　　会　午後3時

会　　場　明治記念館 1階「相生」

東京都港区元赤坂2-2-23

総表決数　295個

本日出席会員数　224名（出席者37名、委任状出席

187名）

この議決権数　　224個

定足数　　　　　148個

■議案
第1号議案　社団法人の最終年度事業報告及び収支

決算の件

第2号議案　役員1名選任の件

第3号議案　補欠理事2名、補欠監事1名選任の件

第4号議案　就業規則類の改訂の件

その他

■議事の経過及び結果
1）開会

定刻に至り、事務局より開会が告げられ引き

続き、西川孝夫会長が挨拶した。

2）定足数の報告

事務局より、本日の通常総会は定足数を満た

したので、有効に成立する旨が告げられた。

3）議長選出及び議事録署名人選出

議長の選出についてはかったところ、満場一

致をもって西川孝夫会長が議長に選任され

た。続いて、議事録署名人2名には、東野雅

彦氏（第一種正会員）と西村　功氏（第二種正

会員）が選出され、両人とも承諾した。

4）議案審議

第1号議案　社団法人の最終年度事業報告及

び収支決算の件

議長は、事務局に説明を求め、専務理事よ

り資料に基づき事業報告及び収支決算の説明

があった。続いて白井監事より監査報告があ

った後、審議に入ったが異論なく、第1号議

案は、異議なく原案のとおり承認された。

平成23年度通常総会議事録

27通常総会議事録
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日本免震構造協会では、平成16年12月24日に指定性能評価機関の指定（指定番号：国土交通大臣　第23号）を受け、
性能評価業務を行っております。また、任意業務として、申請者の依頼に基づき、評定業務を併せ行っております。

建築基準法に基づく性能評価業務のご案内
◇業務内容

建築基準法の性能規定に適合することについて、一般的な検証方法以外の方法で検証した構造方
法や建築材料については、法第68条の26の規定に基づき、国土交通大臣が認定を行いますが、これ
は、日本免震構造協会等の指定性能評価機関が行う性能評価に基づいています。
◇業務範囲

日本免震構造協会が性能評価業務を行う範囲は、建築基準法に基づく指定資格検定機関等に関す
る省令第59条各号に定める区分のうち次に掲げるものです。
①第2号の2の区分（構造性能評価）
建築基準法第20条第一号（第二号ロ、第三号ロ及び第四号ロを含む）の規定による、高さが60mを
超える超高層建築物、または免震・制震建築物等の時刻歴応答解析を用いた建築物
②第6号の区分（材料性能評価）
建築基準法第37条第二号の認定に係る免震材料等の建築材料の性能評価

◇業務区域

日本全域とします。
◇性能評価委員会

日本免震構造協会では、性能評価業務の実施に当たり区分毎に専門の審査委員会を設けています。
①構造性能評価委員会（第2号の2の区分） 原則として毎月第1水曜日開催
②材料性能評価委員会（第6号の区分） 原則として毎月第1金曜日開催

◇評価員

構造性能評価委員会 材料性能評価委員会
委員長 和田　章 （東京工業大学） 委員長 寺本　隆幸 （東京理科大学）
副委員長 壁谷澤寿海 （東京大学） 副委員長 山　峯夫 （福岡大学）

山崎　真司 （東京電機大学） 委員 曽田五月也 （早稲田大学）
委員 大川　出 （建築研究所） 西村　功 （東京都市大学）

島 和司 （神奈川大学） 山崎　真司 （東京電機大学）
瀬尾　和大 （東京工業大学）
曽田五月也 （早稲田大学）
田才　晃 （横浜国立大学）
中井　正一 （千葉大学）

◇審査基準

性能評価の審査は、第2号の2の区分にあっては、平成12年建設省告示第1461号「超高層建築物
の構造耐力上の安全性を確かめるための構造計算の基準を定める件」を含む建築基準法令、その
他の技術基準に照らし審査いたします。
また、第6号の区分にあっては、平成12年建設省告示第1446号「建築物の基礎、主要構造部等に
使用する建築材料並びにこれらの建築材料が適合すべき日本工業規格又は日本農林規格及び品質に
関する技術的基準を定める件」を含む建築基準法令、その他の技術基準に照らし審査いたします。
具体的には、該当する業務方法書をご覧ください。

◇詳細案内

詳しくは、日本免震構造協会のホームページをご覧下さい。
URL: http://www.jssi.or.jp/

日本免震構造協会　性能評価（評定）完了報告
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国土交通省から公表された大臣認定取得免震建物のうち、ビルディングレター（日本建築センター）に掲載されたもの、及び
当協会免震建物データ集積結果により作成しています。間違いがございましたらお手数ですがFAXまたはe-mailにて事務局までお知らせください。
また、より一層の充実を図るため、会員の皆様からの情報をお待ちしておりますので、宜しくお願いいたします。

出版部会　　URL:http://www.jssi.or.jp/ FAX:03-5775-5734 E-MAIL: jssi@jssi.or.jp

国内の免震建物一覧表

免震建物一覧表
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超高層免震建物一覧表
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委 員 会 の 動 き

運営委員会
委員長 深澤　義和

運営委員会は7/12、9/6に開催

された。当協会は、一般社団法人

として認可され、9月13日に新法

人としての第1回総会が開かれ

た。運営委員会は、旧法人の最終

決算、新法人の予算等を審議し、

理事会、総会に諮った。また、免

震フォーラム、協会賞選定、資格

試験講習などの行事の進捗状況を

確認した。

技術委員会
委員長 北村　春幸

9月1日に免震フォーラムが開

催され、新たに設置された応答

制御建築物調査員会が、3月11日

東日本大震災における免震・制

振建築物調査の中間報告を行っ

た。免震・制振建築物の応答挙

動を調査・解析・評価し、その

効果を確認した。また、免震エ

キスパンションジョイントと免

震ダンパーの被災状況と点検に

よる損傷評価方法について報告

を行った。引き続き検討を行い、

技術委員会では維持管理マニュ

アルにおける地震後の点検方法

を提示する予定である。

免震設計部会
委員長 公塚　正行

●設計小委員会

委員長　藤森　智
各種合成構造設計指針における

各種アンカーボルト設計指針の改

訂内容に基づき「免震装置の接合

部・取り付け躯体の設計指針」の

本文と例題を修正中である。また

免震クリアランス（水平・上下方向）

に関するJSSI案を作成中である。

●入力地震動小委員会

委員長　久田　嘉章
9月22日の17時より第65回委

員会を開催した。設計用入力地

震動ガイドラインの改訂版の作

業を行っており、各章担当者よ

り報告を行い、内容の確認や調

整を行った。今年度中には第一

次案をまとめる予定である。

●設計支援ソフト小委員会

委員長　酒井　直己
8月の建築学会大会（関東）で

「非線形粘性ダンパーを含む免震

層の簡便な応答予測法」の開発

結果として「1.免震層の最大せん

断力の予測」及び「2.応答予測曲

線」の発表を行った。最終結果

のまとめに向かって検討作業を

行っている。

耐風設計部会
委員長 大熊　武司

来年度刊行予定の「免震構造

物の耐風設計指針」の年度内脱

稿を目標に作業を続けている。7

月末に免震部材WGを、また、8

月上旬に耐風設計部会を開催し

た後は、Web上に「情報共有サ

イト」を立ち上げ、情報の更新

をはかっている。今後の作業に

あたっては、「東北地方太平洋沖

地震に対する応答制御建築物調

査（中間報告）」の内容に十分留

意したい。

施工部会
委員長 原田　直哉

東日本大震災による免震建物

の状況を受けて、JSSI施工標準

改訂への追加項目を検討してい

る。エキスパンションジョイン

トについて、従来の中小地震に

よるトラブル事例に対する施主

への事前対応策以上の内容が必

要等。その他、標準的な免震工

事施工計画書の構成・書式の掲

載を計画している。

免震部材部会
委員長 山　峯夫

●アイソレータ小委員会

委員長　 山　峯夫

アイソレータ小委員会では、

今年最初の委員会を開催し、今

後の活動方針について議論した。

当面の活動として、積層ゴムの

JIS（JISK6410-1，2）ができたこと

を契機に、アイソレータの性能

評価や試験法といったことにつ

いて検討をしていくこととした。

●ダンパー小委員会

委員長　荻野　伸行

各ダンパーの新たな知見（部材

特性データや評価方法）の調査・

検討を継続して進めている。また、

「防耐火部会（オイルダンパー耐

火性能WG）で検討しているオイ

ルダンパーの耐火試験の協力」及

び「応答制御建築物調査委員会

ダンパーWGへの協力」も平行し

て行っている。

応答制御部会
委員長 笠井　和彦

パッシブ制振評価小委員会

委員長　笠井　和彦

制振部材品質基準小委員会

委員長　木林　長仁

制振部材の技術開発あるいは制

振効果に関する検討を行うための

活動を7/22（10名）、9/29（7名）に行

った。特に、免震協会賞を受賞し

た制振建築を中心に取りあげ、「二

重構造による連結制振構造の超高

層RC造建築への展開」（7/22、大

林組　長屋氏）および「既存超高

層建築の長周期・長時間継続地震

対策の技術開発とその実施」（9/29、
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大成建設・木村氏）の講演および

意見交換を行った。

防耐火部会
委員長 池田　憲一

耐火設計ガイドブックは現在

発行手配中で、2012年度に報告

会を予定。オイルダンパーに関

しては、基礎実験結果を基に各

社製品の安全性を検討。すべり

支承については、耐火試験の結

果から耐火認定試験方法の具体

案を検討中。特に積層ゴム系装

置を含む柱の耐火構造認定申請

に対する柱高さと当協会の認定

品リストの運用方法について議

論した。

普及委員会
委員長 須賀川　勝

関係各位のご協力により、主

要行事であるフォーラムは滞り

なく終了した。さらにその前後

にあった建築学会大会、UIA2011

でも免震の普及活動が行われた。

また会誌の発行、表紙の改定な

ども進められている。

詳細については以下の各部会

報告による。

教育普及部会
委員長 前林　和彦

9月1日に第14回免震フォーラ

ム「東北地方太平洋沖地震に対す

る応答制御建築物調査（中間報告）」

を工学院大学新宿キャンパスに於

いて開催した。基調講演「東日本

大震災からの復興計画」を関西大

学河田教授、中間報告結果は応答

制御建築物調査委員会（深澤委員

長）の講師11人から発表された。

255名の参加者があり、活発な質

疑が行われた。

8月23～25日に早稲田大学で行

われた日本建築学会大会で「免震

フェア2011」を開催、また9月26

～28日にUIA2011東京大会の一環

として東京国際フォーラム行われ

た「エコビルド2011」に出展した。

出版部会
委員長 加藤　晋平

出版部会の全体会議は7月 27

日（水）に開催された。8月25日

（水）発行予定の会誌73号の進行

状況の確認、次の74号の内容及

び執筆依頼について検討した。

74号では、3月の東日本大震災

関連の寄稿を充実させ、会員へ今

後の計画・設計に役立つように企

画する。また9月1日開催の免震

フォーラムでの役割確認及び8月

に協会が一般法人となるため、こ

の機会に会誌の表紙改定をする。

社会環境部会
委員長 久野　雅祥

9月15日に第26回委員会を開

催した。

3月11日の東北地方太平洋沖地

震について、免震建物の機能維

持の観点からの検討を行うこと

とし、免震フォーラムの発表結

果も踏まえて、今後の活動につ

いて討議した。

国際委員会
委員長 斉藤　大樹

第12回世界免震会議が、9月

20日から23日にかけてロシアの

ソチ市において開催された。国

際委員会からは斉藤、馮、濱口、

温の4名が出席した。その内容に

ついては会誌に報告をまとめて

いるが、多くの国で免震構造が

採用されているものの、免震建

物の性能検証方法や免震部材の

認定方法などは各国でばらばら

であり、改めて国際調和の必要

性が認識された。そのような中

で国際委員会が提案して国際調

和をテーマとした特別セッショ

ンを実施できた意義は大きい。

なお、国際委員会が引き継い

だ「考え方進め方免震建築」の

英訳作業も、校正を終えてよう

やく完成に近づいている。

表彰委員会
委員長 中埜　良昭

第13回（2012年）表彰委員の第

一回委員会が2011年9月15日に

開催された。委員会の構成は、中

埜良昭（委員長，東京大学）、江本

正和（（株）松田平田設計）、木林

長仁（（財）日本建築センター）、

小泉雅生（首都大学東京）、小堀

徹（（株）日建設計）、深澤義和

（（株）三菱地所設計）、古橋剛（日

本大学）、増田剛（日経BP社）の

8名（いずれも留任）である。第

一回委員会では技術賞3件、作品

賞8件の応募作品等の確認と審査

対象の選定、審査方法・日程等を

審議・確認し、この手順に従い平

成23年10月から12月にかけて技

術賞応募対象および作品賞応募建

物のヒアリングおよび現地調査の

実施を決定した。

資格制度委員会
委員長 長橋　純男

資格制度委員会は、当協会が認

定する「免震部建築施工管理技術

者」および「免震建物点検技術者」

の資格に関わる講習・試験及び更

新講習会の実施と、その合否判定

の事業を担当しており、今年度は

下記の日程で計4回の『講習・試

験』及び『更新講習』を実施する

ことになっている。今年度の皮切

りに、10月2日（日）には『第12

回免震部建築施工管理技術者講

習・試験』の開催が予定されてい

るが、この『講習・試験』には
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563名の昨年度同様のたいへん大

勢の受験申込があった。当委員会

では、7月28日（木）及び9月1日

（木）に「運営幹事会」を開き、

会場設営も含めて入念な諸準備の

最終確認を行い、万全を期するこ

ととした。

10月2日（日）第12回免震部建

築施工管理技術者講習・試験（会

場：東京・ベルサール渋谷ファー

スト）

11月6日（日）第7回免震部建築

施工管理技術者/更新講習会（会

場：東京・砂防会館）更新対象者

560名

11月27日（日）第5回免震建物点

検技術者/更新講習会（会場：東

京・JA共済ビル）更新対象者184名

1月28日（土）第10回免震建物

点検技術者講習・試験（会場：東

京・JA共済ビル）
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日付 委員会名 開催場所 人数

7.5 技術委員会/施工部会 事務局 10
7.7 技術委員会/防耐火部会/耐火試験WG・認定WG・認定試験体WG合同 建築家会館3F小会議室 10
7.7 普及委員会/教育普及部会 〃 7
7.11 応答制御建築物調査委員会/免震構造設計部会/免震エキスパンションWG 事務局 11
7.12 運営委員会 〃 13
7.12 応答制御建築物調査委員会/幹事会 〃 7
7.13 応答制御建築物調査委員会/免震構造地震応答評価部会 〃 18
7.13 応答制御建築物調査委員会/制振構造調査部会 〃 20
7.14 応答制御建築物調査委員会/免震構造設計部会/ダンパーWG 〃 9
7.14 原子力関係施設免震構造委員会/幹事会 〃 9
7.19 技術委員会/免震設計部会/入力地震動小委員会 〃 13
7.20 国際委員会 〃 5
7.22 技術委員会/防耐火部会/オイルダンパー耐火性能WG 〃 9
7.22 技術委員会/応答制御部会/制振部材品質基準小委員会 〃 10
7.25 技術委員会/免震部材部会/ダンパー小委員会 〃 9
7.26 技術委員会/防耐火部会/「耐火設計ガイドブック」作成WG 〃 7
7.26 技術委員会/防耐火部会 〃 10
7.26 応答制御建築物調査委員会/免震構造設計部会/免震エキスパンションWG 建築家会館3F大会議室 11
7.26 応答制御建築物調査委員会/免震構造設計部会 〃 30
7.27 普及委員会/出版部会/「MENSHIN」73号編集WG 事務局 3
7.27 普及委員会/出版部会 〃 11
7.28 技術委員会/耐風設計部会/免震部材WG 建築家会館3F大会議室 8
7.28 資格制度委員会/運営幹事会 事務局 9
7.29 応答制御建築物調査委員会/本委員会 建築家会館3F大会議室 25
8.2 資格制度委員会/施工管理技術者試験部会 建築家会館3F小会議室 8
8.3 技術委員会/耐風設計部会 事務局 6
8.4 応答制御建築物調査委員会/免震構造設計部会/ダンパーWG 〃 10
8.4 技術委員会/免震設計部会/設計小委員会 建築家会館1F大ホール 9
8.8 技術委員会/防耐火部会/耐火試験WG・認定WG・認定試験体WG合同 事務局 9
8.9 近未来問題検討委員会 〃 4
8.10 応答制御建築物調査委員会/制振構造調査部会 建築家会館1F大ホール 14
8.10 応答制御建築物調査委員会/免震構造地震応答評価部会 〃 16
8.10 技術委員会/免震設計部会/設計支援ソフト小委員会 建築家会館3F小会議室 5
8.10 普及委員会/教育普及部会 事務局 8
8.22 応答制御建築物調査委員会/免震構造設計部会/ダンパーWG 〃 8
8.24 応答制御建築物調査委員会/免震構造設計部会/免震エキスパンションWG 〃 10
8.25 応答制御建築物調査委員会/幹事会 〃 7
8.25 応答制御建築物調査委員会/免震構造設計部会 建築家会館3F大会議室 28
8.26 技術委員会/防耐火部会/オイルダンパー耐火性能WG 事務局 7
8.26 国際委員会 建築家会館3F大会議室 8
8.26 技術委員会/免震部材部会/アイソレータ小委員会 事務局 10
8.29 資格制度委員会/施工管理技術者審査部会 〃 4
8.30 技術委員会/免震部材部会/ダンパー小委員会 建築家会館3F小会議室 6
9.1 資格制度委員会/運営幹事会 事務局 8
9.6 原子力関係施設免震構造委員会 〃 19
9.6 運営委員会 〃 15
9.6 技術委員会/施工部会 建築家会館3F大会議室 12
9.8 技術委員会/防耐火部会 事務局 12
9.8 普及委員会/教育普及部会 〃 7
9.15 技術委員会/防耐火部会/耐火試験WG・認定WG・認定試験体WG合同 〃 9
9.15 応答制御建築物調査委員会/免震構造設計部会/免震エキスパンションWG 〃 10
9.15 普及委員会/社会環境部会 建築家会館3F小会議室 5
9.15 表彰委員会 建築家会館3F大会議室 10
9.20 応答制御建築物調査委員会/本委員会 建築家会館1F大ホール 23
9.22 技術委員会/免震設計部会/入力地震動小委員会 事務局 15
9.26 応答制御建築物調査委員会/免震構造設計部会/ダンパーWG 〃 10
9.29 技術委員会/応答制御部会/制振部材品質基準小委員会 〃 7
9.30 国際委員会 〃 8
9.30 応答制御建築物調査委員会/免震構造設計部会 建築家会館1F大ホール 27

委員会活動報告（2011.7.1～2011.9.30）

MENSHIN NO.74 2011.11
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会員動向

会員種別 会員名 業種または所属

入　会

会員数 名誉会員 1名
（2011年10月31日現在） 

第1種正会員 95社

 第2種正会員 215名

 賛助会員 75社

　　　　　　　　 特別会員 6団体

会員名 業種または所属会員種別

退　会

第2種正会員 中川　淳 （株）構建設計研究所

会員種別変更

免震普及会より （株）ジャスト 建物調査
賛助会員へ移行

第2種正会員 上田　学 日本工業大学

　　〃 大沼　正昭 東北工業大学

　　〃 小野里　憲一 工学院大学

　　〃 川上　善嗣 広島工業大学

　　〃 金　裕　（きむ　ゆうそく） 東京大学地震研究所

　　〃 楠　浩一 横浜国立大学大学院

　　〃 佐藤　大樹 東京理科大学

　　〃 　橋　典之 東京大学　生産技術研究所

　　〃 中村　孝也 首都大学東京

　　〃 原　克巳 摂南大学

　　〃 日比野　陽 東京工業大学

　　〃 松本　慎也 広島大学大学院

　　〃 元結　正次郎 東京工業大学

　　〃 吉中　進 大阪市立大学

賛助会員 四国電力（株） 電気事業

　　〃 日本原子力発電（株） 電気供給業

　　〃 北陸電力（株） 電気事業

13_会員動向.qxd  11.11.18 6:28 PM  ページ 57



58 MENSHIN NO.74 2011.11

会員動向

入会のご案内

会員の特典など

入会ご希望の方は、次項の申込書に所定事項をご記入の上、事務局までご郵送下さい。
入会は、理事会に諮られます。理事会での承認後、入会通知書・請求書・資料をお送りします。

お分かりにならない点などがありましたら、事務局にお尋ねください

〒150-0001 東京都渋谷区神宮前2-3-18 JIA館2階

一般社団法人日本免震構造協会事務局

TEL：03-5775-5432 
FAX：03-5775-5434
E-mail：jssi@jssi.or.jp

会員種別 入会金 年会費

300,000円
（1口）
300,000円

免震構造に関する学術経験を有する者で、本協
会の目的に賛同して入会した個人
理事の推薦が必要です

5,000円 5,000円

免震構造に関する事業を行う者で、本協会の事
業を賛助するために入会した法人

100,000円 100,000円

本協会の事業に関係のある団体で入会したもの

第1種正会員

第2種正会員

賛助会員

特別会員

免震構造に関する事業を行う者で、本協会の目
的に賛同して入会した法人

別　途 ―

総会での
議決権

会誌送付部数 講習会・書籍等

有／1票
4冊／1口
10冊／2口
20冊／3口

会員価格

有／1票 1冊 会員価格

無 2冊 会員価格

第1種正会員

第2種正会員

賛助会員

委員会
委員長

可

可

不可

委員会
委　員

可

可

可
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〒150-0001 東京都渋谷区神宮前2-3-18  JIA館 2階

一般社団法人日本免震構造協会事務局

TEL：03-5775-5432
FAX：03-5775-5434
E-mail：jssi@jssi.or.jp

第１種正会員・賛助会員・特別会員への入会は、次頁の申込み用紙に記入後、郵便にてお送り

下さい。入会の承認は、理事会の承認を得て入会通知書をお送りします。その際に、請求書・

資料（協会出版物等）を同封します。

一般社団法人日本免震構造協会 入会申込書〔記入要領〕

２．代表名とは、下記の①または②のいずれかになります

３．担当者は、当協会からの全ての情報・資料着信の窓口になります。

４．建築関連加入団体名

５．業種：該当箇所に○をつけて下さい。｛　　　｝欄にあてはまる場合も○をつけて下さい

６．入会事由・・・例えば、免震関連の事業展開・○○氏の紹介など。

例えば・・・・・・総会の案内・フォーラム・講習会・見学会の案内・会誌「ＭＥＮＳＨＩＮ」・会

３団体までご記入下さい。

その他は（　　　）内に具体的にお書き下さい。

費請求書などの受け取り窓口

１．法人名（口数）・・・口数記入は、第１種正会員のみです。

記載事項についてお分かりにならない点などがありましたら、事務局にお尋ねください。

第１種正会員につきましては、申込み用紙の代表権欄の代表権者または指定代理人の□に　を

①代表権者　・・・法人（会社）の代表権を有する人

例えば、代表権者としての代表取締役・代表取締役社長等

こちらの場合は、別紙の指定代理人通知（代表者登録）に記入後、申込書と併せて送付し

て下さい。

②指定代理人・・・代表権者から、指定を受けた者

入れて下さい。
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1. 免震建物  2. 制震建物  3. 非免制震（番号をご記入ください）

氏　　　名

所属・役職

担当者

代表者

法　人　名（口　数）

□代表権者

□指定代理人

業種

○をお付けください

会員種別
○をお付けください

申　込　日（西暦）

申込書は、郵便にてお送り下さい。

資本金・従業員数

設立年月日（西暦）

建築関係加入団体名

入会事由

住　　　所
（勤務先）

ふ  り  が  な

氏　　　名

所属・役職

住　　　所
（勤務先）

ふ  り  が  な

ふ　り　が　な

年　　　　　月　　　　　日

万円　　・ 人

A：建設業

B：設計事務所 

C：メーカー

D：コンサルタント

E：その他

a.総合　b.建築　c.土木　d.設備　e.住宅　f.プレハブ

a.総合　b.専業　｛1.意匠　2.構造　3.設備｝

a.免震材料 ｛1.アイソレータ　2.ダンパー　3.配管継手

 ｛｛4.EXP.J　5.周辺部材｝

b.建築材料（　　　　　） c.その他（　　　　　   ）

a.建築　b.土木　c.エンジニアリング　d.その他（ ）

a.不動産　b.商社　c.事業団　d.その他（ ）

*会員コード
*入会承認日

*本協会で記入します。

第1種正会員

〒

〒

E-mail

－ FAX－ － －

FAX － －

賛助会員 特別会員

（　　　　口）

印

印

年　　　月　　日 月　　　　日

※貴社、会社案内を1部添付してください

E-mail

－ －

一般社団法人日本免震構造協会 入会申込書

担当者が勤務している事務所の建物
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一般社団法人日本免震構造協会「免震普及会」に関する規約

平成11年2月23日
規約第1号

　社団法人日本免震構造協会免震普及会（以下

「本会」という。）は、社団法人日本免震構造

協会（以下「本協会」という。）の事業目的と

する免震構造の調査研究、技術開発等について

本協会の会報及び活動状況の情報提供・交流を

図る機関誌としての会誌「MENSHIN」及び関

連事業によって、免震構造に関する業務の伸展

に寄与し、本協会とともに免震建築の普及推進

に資することを目的とする。

第１（目的）

　入会手続きの完了した者は、本会員として名

簿に登載し、本会員資格を取得する。

第７（登録）

　本会の目的違背行為、詐称等及び納入金不

履行の場合は、本会会員の資格喪失するもの

とする。

第８（資格喪失）

　本会員は、本協会の会員に準じて、次のよ

うな特典等を享受することができる。

　① 刊行物の特典頒付

　② 講習会等の特典参加

　③ 見学会等の特典参加

　④ その他

第１０（会員の特典）

　本会の目的達成のため及び本会員の向上の

措置として、セミナー等の企画実施を図るも

のとする。

第１１（企画実施）

　日本免震構造協会会誌会員は、設立許可日

より、この規約に依る「社団法人日本免震構

造協会免震普及会」の会員となる。

附則

　会誌は、１部発行毎に配付する。

第９（会誌配付）

　本会員になろうとする者（個人又は法人）は、

所定の入会申込書により申込手続きをするもの

とする。

第３（入会手続き）

　会員となる者は、予め、入会金として１万円

納付するものとする。

第５（入会金）

　納入した会費及び入会金は、返却しないもの

とする。

第６（納入金不返還）

　会費は、年額１万円とする。会費は、毎年度

前に全額前納するものとする。

第４（会費）

　本会を「（社）日本免震構造協会免震普及会」

といい、本会員を「（社）日本免震構造協会免震

普及会会員」という。

第２（名称）
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一般社団法人日本免震構造協会「免震普及会」入会申込書

申込書は、郵便にてお送り下さい。

申　込　日

氏　　　名
ふ　り　が　な

勤　務　先

自　　　宅

連　絡　先

住　　　所

連　絡　先 TEL（　　　　）　　　　　－

FAX（　　　　）　　　　　－

TEL（　　　　）　　　　　－

FAX（　　　　）　　　　　－

会　社　名

（西暦） 年　　　月　　　日 月　　　　日

印

所属・役職

住　　　所

〒　　　－

A：建設業　　 B：設計事務所 　　C：メーカー（　　　　　　　  ）

A：勤務先　　　 B：自　宅

D：コンサルタント　　 E：その他（　　　　　　　  　　　　　　）

〒　　－

業　　　種

会誌送付先

*コード

*入会承認日

*本協会で記入します。

該当箇所に○を

お付けください

該当箇所に○を

お付けください

業種Cの括弧内

には、分野を記

入してください
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会員登録内容に変更がありましたら、下記の用紙にご記入の上FAXにてご返送ください。

●登録内容項目に○をおつけください

1．担当者　　2．勤務先　　3．所属　　4．勤務先住所

5．電話番号　　6．FAX番号　　7．E-mail　　8．その他（　　　　　　　　　　）

送信先　一般社団法人日本免震構造協会事務局 宛

F A X　 0 3 － 5 7 7 5 － 5 4 3 4

※代表者が本会の役員の場合は、届け出が別になりますので事務局までご連絡下さい。

送付日（西暦） 年　　　月　　　日

会員登録内容変更届

会 社 名

（ ふりがな ）

担 当 者

勤務先住所

会 員 種 別 ：

発 信 者 ：

勤 務 先 ：

T E L ：

所 属

T E L

F A X

E - m a i l

第1種正会員　　第2種正会員　　賛助会員　　特別会員　　免震普及会

〒　　　　　－

（　　　　　）

（　　　　　）

●変更する内容 （名刺を拡大コピーして、貼っていただいても結構です）

13_会員動向.qxd  11.11.18 6:28 PM  ページ 63



12/2 平成23年度免震建物点検技術者講習・試験申込受付締切り

12/16 通信理事会

12/27 業務終了

年末年始の休暇　12/28～1/4

日 月 火 水 木 金 土

1

8

15

22

29

2 

9 

16 

23

3 

10 

17 

24

4 

11 

18 

25

5 

12 

19 

26

6 

13 

20 

27

7 

14 

21 

28

2月

2/22 平成23年度第2回理事会（明治記念館）

2/24 会誌「menshin」№75発行

2/下旬 平成23年度免震建物点検技術者試験/合格者発表

日 月 火 水 木 金 土

1

8

15

22

29

2 

9 

16 

23 

30

3 

10 

17 

24

31

4 

11 

18 

25

5 

12 

19 

26

6 

13 

20 

27

7 

14 

21 

28

12月

日 月 火 水 木 金 土

1

8

15

22

29

2 

9 

16 

23 

30

3 

10 

17 

24 

31

4 

11 

18 

25

5 

12 

19 

26

6 

13 

20 

27

7 

14 

21 

28

1月
1/5 仕事始め

1/16 通信理事会

1/19 新年賀詞交歓会（東京：明治記念館）

1/26 応答制御建築物調査委員会報告会（東京：未定）

1/28 平成23年度免震建物点検者講習・試験（東京：JA共済ビル）

は、行事予定日など行事予定表（2011年12月～2012年2月）
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インフォメーション
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◇講師の御礼
事務局

9月26日、「ecobuild 2011」セミナーにおきまして本協会を代表して 国際委員会 委員（株式会社

竹中工務店）東野　雅彦　氏にご講演をしていただきました。

ありがとうございました。

「ecobuild 2011」セミナー

日　時：2011年9月26日　13時～15時

講　演：「免震構造の概況とその効果」

会　場：東京国際フォーラム　セミナールーム

（東京都千代田区丸の内3-5-1）

会場の様子

65インフォメーション

I n f o r m a t i o n
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新日鉄エンジニアリングの

免震シリーズ

■積層ゴム一体型免震Ｕ型ダンパー

従来の免震鋼棒ダンパーに比べ、降伏せん断力当たりの
価格が安く、経済的です。

積層ゴムアイソレーターと一体にすることが可能です。
また、ダンパーのサイズ、本数や配置、組み合わせを選択できます。

免震U型ダンパーの360度すべての方向に対し、
ほぼ同等の履歴特性を示します。

地震後のダンパー部分の損傷程度を目視にて確認でき、点検が容易です。
また、万が一の地震後におけるダンパー交換も可能です。

■別置型免震U型ダンパー

免震Ｕ型ダンパー
低コスト

自由度

無方向性

メンテナンス

純度99.99％の純鉛を使用、数mmの変位から地震エネルギーを
吸収します。また800mm以上の大変形にも追随できます。

従来の径180の鉛ダンパーと比べ、２倍以上の降伏せん断力をもち、
経済的です。

地震後のダンパー交換も容易です。また変形した鉛ダンパーは
再加工後、再利用できるため、廃棄物になりません。

高品質

低コスト

メンテナンス

免震鉛ダンパー

強く、安く、扱いやすい
純鉛ダンパー

さまざまな設計・施工ニーズに
応える２タイプの免震Ｕ型ダンパー

■鉛ダンパー

〒141-8604 東京都品川区大崎一丁目5番1号大崎センタービル
Tel. 03-6665-4360 7 0120-57-7815 http://www.menseishin.com/
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詳細は以下までご相談下さい。

国土交通大臣認定
天然ゴム系：
  FP180CN-0349
高減衰ゴム系：
  FP180CN-0350

【適合免震装置：天然ゴム系、
高減衰ゴム系支承】

目安寸法

600

1,310×1,310
1,510×1,510
1,710×1,710
1,910×1,910
2,110×2,110

けい酸カルシウム板

●耐火1時間性能試験を行い、非加熱面温度（裏面温度）
が告示で定める可燃物燃焼温度（建告1432号）以下で
あることを確認しています。
●400mm変位試験を行い、変位前後で異常が無い事を
確認しています。
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78 MENSHIN NO.74 2011.11

震大地震震に備える

免震建築の普及のため、建築主向けに免震構造を分かり易く解説したもの
（約9分）

価格（税込） ： 会　員 ￥2,000
  非会員 ￥2,500
  アカデミー ￥1,500

発 行 日 ： 2005年8月

販 　 売  ： Taylor & Francis

［日本語版］
価格（税込） ： 会　員 ￥1,500
  非会員 ￥2,000
  アカデミー ￥1,000

発 行 日 ： 2006年11月

発 行 日 ： 2006年12月

［英語版］

国際委員会は2000年よりCIB（建築研究国際協議会）のTG44
（Performance Evaluation of Buildings with Response Control 
Devices）の活動もしておりましたが、今回その成果として免制
振に関する世界の現状を記した書籍がTaylor&Francis社より出
版されました。各国の技術基準比較と設計・解析方法などの紹
介、免震建物の地震応答観測結果、装置の紹介、各国の設計例
データシートなどが示されている。　　　　　　　　（英語版）

昨今、ＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）への協議に参
加することで世論が二分している。農業等に大打撃を
受けるとの慎重論と経済が活性化するとの賛成論とが
あり今後の協議で方向性が出ると思われるが、免震業
界でもインドネシアへの免震設計指導や製品輸出など
が進められており、日本の技術力と品質の良さが認め
られている現状です。
今回の免震フォーラム「東北地方太平洋沖地震に対

する応答制御建築物調査（中間報告）」において免・制
震建築物で地震時の挙動は概ね良好で建物自体には問
題はなかったが、特にエキスパンションで課題があっ

た事が報告されており、常時の使用及び雨仕舞いで難
しいこともあるが解決すべき課題である。
また、東北地方の免震病院が地震後直ちに災害拠点

病院として機能出来たことは、免震により室内に大き
な変化がなくすぐに災害対策に当たれる利点が充分確
認できたと思われる。
ＴＢＳテレビの「夢の扉」でも紹介され、建物を絶

対空間でとめようとアクティブ免震を採用した「大林
組技術研究所本館テクノステーション」に訪問取材し
た今回の編集ＷＧは、加藤（巨）、小山、齋藤、竹内、
千馬、酒井さんの６名の方々でした。御苦労様でした。

出版部会委員長　　加藤　晋平

編集後記
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